
 

 

 

 

 

 

 

 

「居場所」のある学校に 
                       学 校 長 

 

早いもので１学期もあと１ヶ月になりました。今年は“いどむ 

つながる きりひらく”をスローガンにして、「自ら学び考え、豊

かな心をもった生徒」の育成をめざして教育活動を展開していま

す。生徒会もこのことを受けて、「向上 ～自ら発信 共に開拓 

さらなる高みへ～」というスローガンを設定し、生徒会活動を展

開していってくれています。 

これらの活動の基盤となるのが安心して学習や生活ができる

魅力ある学校です。一人一人の生徒がかけがえのない存在として

大切にされ、認められているという思いや喜びを実感できる「居場所」のある学校をつくっていくこと

が大切であると考えています。 

「居場所のある学校づくり」を進める上で重要なことは、まずは生徒理解です。一人一人の生徒に寄

り添い、生徒との人間的なふれあいやきめ細かい観察を通じて、一人の尊敬する人間として多面的に理

解を深めていくことが大切です。 

次に好ましい人間関係を育ていくことです。自分との違いを認めた上で相手を受け入れ理解する。つ

まり、自分と違った考えを持っている相手でも仲間として受け入れる。そんなお互いを尊重し合える人

間関係を築いていくことが大切です。 

好ましい人間関係を育てる上で重要なことが生徒一人一人の「自尊感情」です。「自己肯定感」や「自

己存在感」等の言葉もほぼ同じ意味合いで用いられていますが、「自分を大切だと思い、自分を好きだと

感じる」感覚です。自尊感情が高い人は、何事に対しても積極的に取り組み、豊かな体験を積み重ねて

いく中で、さらに自信がつき、自分を受け入れ、他者をも受け入れていくことができるようになります。 

つまり、自分を大切にするだけではなく人への思いやりを持つことができ、ますます魅力的な人になっ

ていくと言われています。日本の子どもは他の国と比べると「自尊感情が低い」と問題になったことも

ありました。最近は褒めて自信を持たせたり、成功体験を積み重ねたりして、自尊感情も高くなってき

ているように思います。特に滝野中学校の生徒は全国平均よりも高い結果が出ています。 

 自尊感情とともに大切なのが「自己有用感」です。自己有用感とは、読んで字のごとく自分が有用だ

と思える感情です。自分の属する集団の中で、自分がどれだけ大切な存在であるかということを自分自

身で認識することで、自分に自信を高め、安易に問題行動に走ることを抑止したり、危険なものに近づ

くことを抑制したりする働きをもつと言われています。自尊感情は自分に対する自己評価が中心ですが、

自己有用感は自分に対する他者からの評価が中心となります。日本の子どもの場合、他者からの評価が

大きく影響すると言われており、「褒めて自信を持たせて育てる」という発想よりも、「認められて自信

を持って育つ」という発想の方が子どもの自信が持続しやすいようです。つまり、人の役に立った、人

から感謝された、人から認められたという「自己有用感」を育成していくことの方がより大切になって

くるのではないでしょうか。 

 褒めて育てることは大切です。しかしながら、「褒められてもうれしくない」といった生徒もけっこう

います。それは褒める側と褒められる側の基準や水準が違っているからではないでしょうか。生徒なり

のこだわりで努力したり工夫したりしたことを認め褒めていくことが大切です。 

 これからも保護者の方とも連携しながら生徒の「自己有用感」を高め、そして「自尊感情」も高め、

一人一人の生徒にとって「居場所」のある学校づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第７２回加東市中学校陸上競技大会 

５／２５（土）社高校 

【男子】 

１年１００ｍ  ２位 ○○○○○  １３秒１ 

２年１００ｍ  １位 ○○○○○  １１秒９ 

            ※予選の１１秒７は大会新記録 

３年１００ｍ  ２位 ○○○○○   １１秒７ 

３年１５００ｍ １位 ○○○○○  ４分５２秒 

走高跳（共通） ３位 ○○○○○  １ｍ３５ 

走幅跳（共通） ３位 ○○○○○  ５ｍ０８ 

砲丸投（共通） １位 ○○○○○  ８ｍ３７ 

        ３位 ○○○○○  ７ｍ８０ 

４×１００ｍＲ １位 ○○○○○   ４９秒１ 

★ＭＶＰ（最優秀選手賞）３年○○○○○ 

【女子】 

１年８００ｍ  １位 ○○○○○  ２分４３秒 

        ２位 ○○○○○  ２分４９秒 

２年８００ｍ  ２位 ○○○○○  ２分４４秒 

        ３位 ○○○○○  ２分４４秒 

３年８００ｍ  １位 ○○○○○  ２分３８秒 

走高跳（共通） ２位 ○○○○○  １ｍ３０ 

走幅跳（共通） ２位 ○○○○○  ４ｍ３８  

若鮎達の活躍！ 

《女子ソフトテニス部》 

 第３５回 The Evis Cup（６／２）準優勝 

 

《硬式テニス》 

 ２年○○○○ 全国中学生テニス選手権

大会兵庫県予選ベスト８→近畿大会へ 

 
２８日（金）加東市総合体育大会（午後）※弁当 
      （野球・サッカー・女子バレー・女子テニス・

女子卓球） 
２９日（土）加東市総合体育大会（全種目） 
３０日（日）加東市総合体育大会予備日① 
７月 
１日（月）加東市総合体育大会予備日② ※弁当 

 ２日（火）オリンピア市交換留学生来校 
 ９日（火）～１７日（水）三者面談 
１３日（土）～１５日（月）東播総体 
１４日（日）ブラスフェスタ 2019（国際学習塾） 
１９日（金）１学期終業式 校外生徒会、専門部会 
２５日（木）～２７日（土）県総体 
２８日（日）東播吹奏楽コンクール（加古川市民会館） 
８月 
１８日（日）ＰＴＡ奉仕作業・資源ゴミ回収 

［予備日：８月２５日（日））］ 

 今後の予定 

加東市立滝野中学校 

 学校だより 若 鮎  ６月号 
             令和元年６月２４日 発行 

 

 
 ６月９日（日）、１学年の親子ふれあい活動がありました。兵庫県のキンボール連盟から８名の

講師の方に来てもらい、親子でキンボールを楽しみました。この活動はＰＴＡ活動なのですが、９

割以上の参加があり、親子合わせて２００名以上の方が集まってくださいました。キンボールを通

じて親子の絆や保護者同士の交流を深める半日になりました。 


